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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、抗議イベントデータと環

境団体を中心とした運動組織の時系列デー
タという 2つのデータセットを構築し、その
データによって時系列分析を行うことによ
って、1990 年代後半以降の社会運動や社会
運動組織の変容を明らかにすることである。
抗議イベントデータは新聞記事からあらゆ
る抗議を抽出し、多様な抗議の形を量的に把
握する。環境運動組織のデータは、『NGO総
覧』に掲載されている団体データを時系列的
に整理し、組織の変容を捉える。このような
方法によって市民社会の様態の変化を人々
の「集い」の形態と組織化というボトムアッ
プからの視点から検討する。そして 1990 年
代後半からの市民社会の動態を把握するこ
とによって、市民社会論に対して実証的な知
見を提供することにしたい。 
 

２．研究の進捗状況 
（1）抗議イベントデータプロジェクトにつ
いては、1945年から 2005年までのデータベ
ースを構築した。2000 年までのイベントデ
ータに関する分析は、西城戸（2008）で実施
し、戦後日本の抗議活動は、穏健化している
傾向が計量的に把握することができた。また、
第二次大戦後以降の抗議イベントデータを
整備したドイツの事例と比較し、戦後日本の
社会運動の動態を明らかにする作業を行っ
た。この論考は発表媒体の関係で、公表は
2011年度中になる予定である。 
（2）環境運動の時系列データプロジェクト
については、『環境 NGO総覧』をデータソー
スとして、平成 20 年における日本全体の環
境団体のデータと、平成 7,10,13,16,18,20年
の東京都の環境団体の時系列データを構築

した。データソースの特性についてパイロッ
ト的に分析をする手順を加えたため、データ
完成にはやや時間がかかったが、日本の環境
運動組織に関する、時系列データと都道府県
別のクロスセクショナルデータが完成した
ことになる。なお、このデータによる具体的
な分析と成果発表は平成 23 年度に実施する
予定である。 
（3）2つのデータ構築と並行して、国際比較
が可能なイベントデータ、運動組織データの
情報を収集した。また、ボトムアップ型市民
社会論を展開する上で、これまでの調査研究
の知見を総合し、日本の環境運動、環境 NPO
に関する論考を著した。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 理由としては、研究目的である 2つのデー
タセット（抗議イベントデータと環境団体を
中心とした運動組織の時系列データ）がほぼ
完成したことが挙げられる。イベントデータ
を用いた分析はある程度進行し、論文の公表
も行っているが、環境団体の時系列データに
関しては、未分析であり、その点が評価を下
げた点である。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 環境団体の組織時系列データの具体的な
分析、およびアウトプットについては、最終
年度とその次の年までには実施したと考え
ていえる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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